


















































































































































































玄宗皇帝賞牡丹 巻八・ 1 f太平広記J
楊貴妃之寵 巻八・ 2 『資治通鑑Jr楊太真外伝』『開元天宝遺事J
安禄山兼御史大夫巻八・ 3 『綱目Jr楊太真外伝』『安禄山事跡』
華清宮 巻八.4 『太平広記』
風流陣 巻九・ 2 『開元天宝遺事Jr太平広記J
百尺竿頭之戯 巻九・ 3 『楊太真外伝』
梅妃寵衰 巻九.4 『梅妃伝J
安禄山私発逆意 巻十・ 2 『綱目j
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帝幸華清宮 巻十・ 6 『開元天宝遺事JI楊太真外伝j
楊貴妃本為仙女 巻十・ 7 漢籍に典拠見当たらず
平原大守顔真卿 巻十二・ 1 f綱目j
起兵討賊

























































































































































































































































































































① f通俗唐玄宗軍談jは、 宝永2年 (1705）に出版され、中村昂然作、林九成校の20巻20冊からなる









⑤内閣文庫所蔵 全59巻、 首1巻。宋朱子撰 （函283 号41)







の創作なのか、何か出典 （例えば 『明皇雑録jなど）があるのか、と質問し、発表者は、 f軍談j独
自のものであろうが、更に調査する、と答えた。
潟沼誠二氏は、他の通俗軍談との比較について、あるいはなぜ特にこの作品を取りあげたのかを教
えてほしい、と質問し、発表者は、修士論文において日本における楊貴妃説話受容を研究したので、
その流れであって、この作品に何か独自性を見出したというわけではない、と答えた。
木越治氏・（座長）は、 『資治通鑑jと 『資治通鑑綱目jの和刻本出版の時期のずれが、そのまま両
書の流布度の差を意味しない、江戸のはじめから両書ともよく読まれていたはずで、むしろ 『綱目j
を利用しているところに 『軍談jの眼目があるのではないか、と指摘した。
-65-
